
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 題材の目標 

（１）「荒城の月」、「早春賦」の曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解するととも

に、創意工夫を生かした表現で「早春賦」を歌うために必要な発声、言葉の発音、身体の使い

方などの技能を身に付ける。 

（２）「荒城の月」、「早春賦」のリズム、速度、旋律、強弱を知覚し、それらの働きが生み出す特質

や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、「早春賦」に

ふさわしい歌唱表現を創意工夫する。 

（３）「荒城の月」、「早春賦」の歌詞が表す情景や心情及び曲の表情や味わいに関心をもち、音楽活

動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組むとともに、我が国で長く歌われ

ている歌曲に親しむ。 

 

２ 題材の評価規準の設定 

 手順１ 該当学年の「評価の観点とその趣旨（※）」を確認します。 

【第２学年及び第３学年の評価の観点とその趣旨】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・曲想と音楽の構造や背景な

どとの関わり及び音楽の多

様性について理解してい

る。 

 

・創意工夫を生かした音楽表

現をするために必要な技能

を身に付け、歌唱、器楽、

創作で表している。 

音楽を形づくっている要素や

要素同士の関連を知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質や

雰囲気を感受しながら、知覚

したことと感受したこととの

関わりについて考え、曲にふ

さわしい音楽表現としてどの

ように表すかについて思いや

意図をもったり、音楽を評価

しながらよさや美しさを味わ

って聴いたりしている。 

音や音楽、音楽文化に親しむ

ことができるよう、音楽活動

を楽しみながら主体的・協働

的に表現及び鑑賞の学習活動

に取り組もうとしている。 

題材名 

 歌詞が表す情景や心情を思い

浮かべ、曲想を味わいながら表現

を工夫して歌おう（第２学年） 

内容のまとまり 

〔第２学年及び第３学年〕 

「A表現」（１）歌唱 及び 〔共通事項〕（１） 

【知識・技能】 
〇「知識」については、観点の趣旨（※）を「～について理解している。」と示しているため、そのまま
評価規準として設定することができます。 

〇「技能」については、観点の趣旨「創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付け、
～で表している。」という文言を用いて評価規準を設定します。なお、「B鑑賞」の題材については設定
しません。 

【思考・判断・表現】 
〇「A表現」については、創意工夫している状態を評価します。そのため、観点の趣旨「どのように表す
かについて思いや意図をもっている。」という文言を用いて評価規準を設定します。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
〇観点の趣旨を「～取り組もうとしている」と示しているため、そのまま評価規準として設定することが
できます。 

〇評価規準の文頭には、その題材の学習に粘り強く取り組んだり、自らの学習を調整しようとする意思を
もったりできるようにするために必要な、扱う教材曲や曲種等の特徴、学習内容など、生徒に興味・関
心をもたせたい事柄を記載します。 

「題材の目標」は、一文で示してもよい。 

「指導と評価の一体化」のための学習評価（中学校 音楽科のポイント） 



 手順２ 本題材で扱う学習指導要領の内容を明確にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順３ 本題材で扱う評価規準の学習指導要領の内容に置き換えます。 

 

 

 

                 【本題材の評価規準】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知「荒城の月」、「早春賦」の

曲想と音楽の構造や歌詞の

内容との関わりを理解して

いる。 

 

 

 

 

 

技創意工夫を生かした音楽表 

現で「早春賦」を歌うため

に必要な発声、言葉の発音、

身体の使い方などの技能を

身に付け、歌唱で表してい

る。 

思「荒城の月」、「早春賦」の

リズム、速度、旋律、強弱

を知覚し、それらの働きが

生み出す特質や雰囲気を感

受しながら、知覚したこと

と感受したこととの関わり

について考え、「早春賦」に

ふさわしい歌唱表現として

どのように表すかについて

思いや意図をもっている。 

 

態「荒城の月」、「早春賦」の

歌詞が表す情景や心情及び

曲の表情や味わいに関心を

もち、音楽活動を楽しみな

がら主体的・協働的に歌唱

の学習活動に取り組もうと

している。 

 

 

 

 

第２学年及び第３学年 Ａ表現（１）歌唱 

  ア 歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、曲にふさわしい歌唱表現を創

意工夫すること。 

  イ 次の（ア）及び（イ）について理解すること。 

（ア） 曲想と音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景との関わり 

ウ 次の（ア）及び（イ）の技能を身に付けること。 

（ア） 創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声、言葉の発音、身体の使い方などの 

技能 

 〔共通事項〕（１） 

  本題材の学習において、生徒の思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形作っている要素： 

「リズム」、「速度」、「旋律」、「強弱」 

「音楽の構造」については、「思

考・判断・表現」に位置付けた

音楽を形づくっている要素との

関わりを十分考慮して指導と評

価を行う。 文頭の「～に関心をもち」の

「～」には、その題材の学習

に粘り強く取り組んだり、自

らの学習を調整しようとする

意思をもったりできるように

するために必要な、扱う教材

曲や曲種等の特徴、学習内容

など、生徒に興味・関心をも

たせたい事柄となるよう十分

に吟味して設定する。 

「～について理解している」の「～」の

部分に、事項イの（ア）（イ）（ウ）から

一つ以上を適切に選択して置き換える。 

「音楽を形づくっている要

素」には、「音色、リズム、速

度、旋律、テクスチュア、強

弱、形式、構成など」の中か

ら、本題材の学習において生

徒の思考・判断のよりどころ

となる主な音楽を形づくって

いる要素を適切に選択して記

載する。 

 

観点の趣旨「創意工夫を生かし

た音楽表現をするために必要な

技能」の部分を、その題材の分

野や学習内容等に応じた事項ウ

に置き換える。 



３ 指導と評価の計画（４時間） 

時 ◆ねらい  ○学習内容  ・学習活動 
知・技 思 態 

＜ ＞内は評価方法 

１  

 

○「荒城の月」、「早春賦」の歌詞の内容や曲想に関心をもつ。 

・「荒城の月」、「早春賦」のＣＤを聴いて印象などを自由に話し合う。 

・「荒城の月」、「早春賦」それぞれの１番について、歌詞を音読したり

歌ったりして、歌詞が表す情景や心情、曲の雰囲気などをワークシート

Ⅰ－①に書く。 

・書いたことを基にして学級全体で発表し合い、他の生徒の意見でよいと

思ったことをワークシートⅠ－①に書き加える。 

○「荒城の月」、「早春賦」の音楽の特徴の相違点などに気付く。 

・二つの曲を歌い比べながら、それぞれの音楽について気付いた特徴をワ

ークシートⅠ－②に書く。（第２時以降の学習に生かす。） 

   

２  

 

 

○「荒城の月」の音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きが生み

出す特質や雰囲気を感受する。 

・「荒城の月」を歌ったりＣＤを聴いたりして、リズム（拍子）、速度、

旋律（音のつながり方やフレーズ）、強弱を知覚・感受し、捉えた音楽

の特徴をワークシートⅡ－①に書く。 

○「荒城の月」について知覚したことと感受したこととの関わりについて考

えるとともに、音楽の特徴と歌詞の内容とを関わらせて歌う。 

・ワークシートⅡ－①に書いた「音楽を形づくっている要素」と「感じ取

ったこと」を線で結び、適宜、書いた内容を修正する。 

・歌詞の内容をワークシートⅡ－②に端的に書き、音楽の特徴と歌詞の内

容との関わりも意識して、「荒城の月」を歌う。（「音楽の特徴」と「歌

詞の内容」を線で結ぶ。） 

○ 前時の学習を想起して「早春賦」を歌う。 

・「荒城の月」との雰囲気の違いを感じながら歌う。 

・「早春賦」の歌詞、リズム、音高などを意識しながら歌う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「早春賦」の歌詞が表す情景や心情を想像して歌う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「荒城の月」、「早春賦」の歌詞が表す情景や心情及び曲の表情や味わいなどに関心をもつ。 

表情や 

◆「荒城の月」と対比しながら、「早春賦」のリズム（拍子）、速度、旋律（音のつながり方や 

フレーズ）、強弱などの特徴を捉え、曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりを理解するとと

もに、音楽表現を創意工夫する。 

◆「荒城の月」の音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気 

を感受するとともに、知覚したことと感受したこととの関わりについて考える。 

「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
の
評
価
規
準
は
第
三
時
に
位
置
付
け
る
。 

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の 

評
価
規
準
は
第
四
時
に
位
置
付
け
る
。 



 

 

３ ・「早春賦」の歌詞を読み、歌詞が表している情景や心情について話し合

い、それらを思い浮かべながら「早春賦」を歌う。 

○「荒城の月」と対比するなどして、「早春賦」のリズム（拍子）、速度、 

旋律（音のつながり方やフレーズ）、強弱を知覚・感受し、「早春賦」の 

曲想や歌詞の内容を味わい、音楽の構造との関わりを踏まえて曲にふさわ

しい音楽表現を追求する。 

・「早春賦」について、知覚したことと感受したこととの関わりについて

考え、どのように歌うかについて意見交換をする（グループ）。その際、

ワークシートⅠ，Ⅱに書いた内容を振り返って「荒城の月」と対比した

り、楽譜（旋律，歌詞，記号など）を手掛かりにしたりする。 

・ 知覚したことと感受したこととの関わりについて考えたことを基に、 

6/8 拍子の感じ方、速度、音のつなげ方やフレーズの捉え方、強弱な

どを変えて様々に歌い試しながら、「早春賦」にふさわしい音楽表現

について考える（グループ）。 

・どのように歌うかについての思いや意図をワークシートⅢの１の楽譜に

書き込み、特に表現を工夫するポイント（理由も含む）をワークシート

Ⅲの２に書く（個人）。 

・ワークシートⅢに書いたことを発表し合い、グループや学級全体で歌い

試しながら、「早春賦」にふさわしい音楽表現について共有する。 
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思 

４  

 

○創意工夫を生かした表現をするための歌い方を追求する。 

・前時で取り組んだ音楽表現の創意工夫を想起しながら、曲にふさわしい

音楽表現となるように学級全体やグループで、発声、言葉の発音、呼吸

する際の身体の使い方などをいろいろと試す。 

○思いや意図をもって「早春賦」を歌う。 

・どのように歌うかについての思いや意図を再確認するとともに、考えが

変わったりより具体的になったりしたところがある場合は、ワークシー

トⅢに加筆修正する。（加筆修正があった場合は、思の評価に反映する。） 

・思いや意図と発声、言葉の発音、呼吸する際の身体の使い方などの技能

との関係を意識しながら、グループや学級全体で歌う。 

○ 題材における学習を振り返る。 

・「荒城の月」と「早春賦」を学級全体で歌い、学習全体を振り返り、歌

詞の内容、曲想、音楽の構造などに触れながら、学んだことをワークシ

ートⅣに書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技 

  

 

 

 

 

 

 

 

態 

 

◆創意工夫を生かして「早春賦」を歌う。 

表情や 

曲想と音楽の構造等と

の関わりについての理

解の状況を評価する。 

第２時から第３時までの、音

楽を形づくっている要素の

知覚・感受、また知覚したこ

とと感受したこととの関わ

りについて考えている状況

や、思いや意図をもつ過程や

結果の状況を評価する。 

創意工夫

を生かし

て歌うた

めに必要

な技能の

習得の状

況を評価

する。 

第１時から第４時までの

本題材の学習活動への取

組の状況について総括的

に評価する。 

第３時での記録に残す

評価場面は２回 

第４時での記録に残す

評価場面は２回 

「主体的に学習に取り組む態度」については、本題材の学習内容等に関心をもてるようにしながら、各時間の学習

活動に粘り強く取り組んでいるか、本題材の目標の実現に向けて自己の学習を調整しようとしながら取り組んでいる

か等について継続的な把握に努め、適切な場面で総括的に評価する。 



４ 観点別学習状況の評価の総括 

（１）題材における観点ごとの総括例 

≪知識・技能≫ 

表現領域では、指導事項において知識と技能とを分けて示しているため、それぞれの評価結果を総括 
して「知識・技能」の評価をすることが基本となります。題材単位では、その学習内容によって知識と
技能とに軽重をつけることも考えられますが、一方に著しく偏ることがないようにすること、年間を通
じて知識と技能がバランスよく育成されることなどに留意します。 
 鑑賞領域のみで構成した題材については、学習指導要領に「技能」に関する指導事項を示していない 
ため、「知識」のみの評価で総括することになります。 

≪思考・判断・表現≫ 

本事例では、思のように一つの評価規準を設定しているため、その評価が総括の評価結果となります。 

≪主体的に学習に取り組む態度≫ 

本事例では、態のように一つの評価規準を設定しているため、その評価が総括の評価結果となります。 

 

（２）学期や年間を見通した観点ごとの総括例 

〈領域・分野〉 
題材名（時数） 

題材の概要 
（主な教材） 

学習指導要領の内容 
評価の観点 

知・技 思 態 

〈表現・器楽〉 
楽器の音色を生かし
て表現しよう（３時
間） 
 

曲想と音楽の構造と
の関わりを理解して、
表現の工夫をしなが
ら合わせて演奏する。 
（リコーダー合奏曲） 

・「Ａ表現」(2) 
ア、イ(ｱ)、ウ(ｲ) 
・〔共通事項〕（本題材の学
習において、生徒の思考・判 
断のよりどころとなる主な 
音楽を形づくっている要素：
「音色」、「旋律」「テクス
チュア」） 

Ｃ Ｂ Ｂ 

〈鑑賞〉 
管弦楽の響きや楽曲
の構造を理解し、曲
想を味わおう（３時
間） 

曲想と音楽の構造と
の関わりを理解して
聴き、管弦楽のよさや
美しさを味わう。（管
弦楽曲） 

・「Ｂ鑑賞」(1) 
ア(ｱ)、イ(ｱ) 
・〔共通事項〕（本題材の学
習において、生徒の思考・判 
断のよりどころとなる主な 
音楽を形づくっている要素：
「音色」，「テクスチュア」、 
「形式」） 

Ａ Ａ Ｂ 

本題材 Ｂ Ｂ Ａ 
〈表現・創作，鑑賞〉 
箏に親しもう～構成
を生かした創作と箏
曲の鑑賞（５時間） 

箏の音色の特徴及び
反復、変化、対照など
の構成上の特徴、音楽
の特徴とその背景と
なる文化などとの関
わりを理解して、構成 
を生かして音楽をつ
くるとともに、箏曲を
味わって聴く。（箏曲） 

・「Ａ表現」(3) 
ア、イ(ｲ)、ウ 
「Ｂ鑑賞」(1) 
ア(ｱ)、イ(ｲ) 
・〔共通事項〕（本題材の学
習において、生徒の思考・判 
断のよりどころとなる主な 
音楽を形づくっている要素：
「音色」、「速度」、「旋律」、
「構成」） 

Ｂ Ａ Ａ 

 Ｂ Ａ Ａ 
 
この例では、観点ごとの各題材の評価結果について、「Ａ」の数と「Ｂ」の数が同数であった場合 

は、学期や年間を見通した総括を「Ａ」とするという考え方をとっています。 
この他にも、題材の目標、指導内容、配当時数など、特に重視することが妥当と考えられる題材の評

価結果に重み付けを行うなど、各学校において工夫していきます。 



 
 

参考：国立教育政策研究所「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 


